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抑制キュウリの雌花着生におよぼすエスレルの効果
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宮城県の′ヽウスにおける抑制キ.ウ リの栽培は,は種が

7月 下旬～8月 上旬の高温期に行なわれるので,主校の雌

花着生率が20¢内外と少なく。このため初期収量の少ない

のが現状である。この傾向は主枝型品種より側枝型品種に

おいて著しい。

本試験は抑制キ_ウ リにおける収量の安定向上をはかる

ために,主枝型品種と側枝型品種を使用 し,幼苗期におけ

るェスレルlat理 が主校の略化着生と生育,収量におよぼ十

影響について検討 した。

2試 験 方 法

1976年 ,園芸試験場ピユールハウスにおいて,主枝型品

種「 ときわ光 3号 P型 」と側校型品種「せいふう」の 2

品種を用い,表 1の ような設計内容で試験を行なった。各

区とも12株植えの2反復とし, 8月 2日 には種 t´ , 3月 1フ

日に定植して,調査は生育,雌花のB/L.収量について行

なった。

表 1 試験区とその内容
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6 試験結果および考察

1 生育について :草丈,諜数などの生育は表2に示す

とおりである。エスレル処理区は草丈 と摘心株率とも無処

理区よりも劣り,草丈は抑制された。処理濃度では1∞
"n

より200ppmが , 処理時期では2葉期より4葉期がその影

響が強く現われた。

次に品種間では,主校型の「 ときわ光 6号 P型」はやや

強く抑制されたが,「せいふう」でltその程度は軽かった。

葉数はエスレル区と無処理区との間に差は認められない

が,節間長はエスレル処理によって明らかに抑制が認めら

れた。このことからエスレル処理による草丈の伸長抑制は,

節間長の抑制によるものと考えられる。

表2 生育および側校発生率におよぼ十ェスレルの影響
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2 側校の発生について :側枝の発生は品種間および処
理濃度,時期による差がみられた。すなわち「 ときわ光 5

号P型」では100ppm 2葉 llJ処理が無処理区をわずかに上

回り65¢ の発生をみたが,10o"m4葉期および200p.の

両時期処理は発生率が劣り30¢ 程度にとどまった。

「せいふう」は
"0"m2葉

期処理区がる0¢内外の低い

発生率であったが,他区は50～ω¢の発生率であった。

5 雌花着生について :雌花の着生状況は図 1に示すと
お りである。両品種とも主校における雌花着生率はエス

レル処理で明らかに高くなった。すなわち,無処理区では

20%内外の雌花着生率であったが,エ スレル処理区は50¢

以上の雌花着生率であった。

また,エ スレルの濃度間では,品種で異なり,「 ときわ

光 5号 P型」は10Cppm 4葉期処理が最もまきったが,「せ

いふう」では
"0"m4葉

期がすぐれた。2葉期処理では

エスレルの濃度による差は認められなかった。
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ときわ光 3号 P型   せいふう

図 1 雌花の着生と主枝雌花着生率

雌花総数では,「 ときわ光 5号 P型」の100ppn4葉期処

理は,無処理よりもすぐれたが, これは側厳の雌花数が増

加したことによるものと思われる。しかし,その他の区で

はいずれも無処理区より劣った。また,「せいふう」では

いずれの濃度とも4葉期処理は2葉期処理よりまきってい

る。これは表 2にみられるように,2葉期魅理は健校の発

生が少ないためと考えられる。

4 収量 :時期別収量および良果率は図 2に示すとおり

である。これによると,商品種とも10月 10日 までの初期収

量はエスレル処理区は無処理区より多く,特に「せいふう」

ではこの傾向が著しいが,こ れはエスレルによる主枝雌花

数の増加によるものと思われる。

しかし,総収量は側校の発生 と極めて類似 した傾向がみ

られた。すなわち,エ スレル処理によって側枝数が増加し

た側枝型品種「せいふう」では収量は増加したが,主枝型

品種の「 ときわ光 3号 P型」は憫肢の発生が少なくエスレ

ルの効果は明らかでなかった。エスレルの濃度では100ppm

が
"o口
皿より収量はまさる傾向がみられ,処理時期は「せ

いふう」の100ppmを 除けば,こ の他は4葉期は 2葉期より

まさっている。

良果率は各品種とも無処理区の方が高く,エ スレルの濃

度間にlt大きな差はみられないが,4葉期処理は2葉期処

ときわ光 3号 P型   せいふ う

図2 時期別収量と良果率

理より明らかに劣ることが認められた
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抑制キ.ウ リの収量安定をはかるために,主枝型,側枝

型品種を使用し,幼苗期におけるエスレルの処理時期が雌

花着生および収量におよぼす影響を検討した。

1 生育は, エスレル処理で主校の伸長が抑制された。

その影響は「 ときわ光 5号P型」で強く,「せいふう」に

弱く現われた。

2 側校の発生は,エスレル処理により便校の発生が抑

制される傾向にあり,特に「 ときわ光 5号 P型 Jで強く影

響する傾向が認められた。

3 雌花着生はエスレル処理で主校の雌花着生は明らか

に増加した。品種および濃度間では一定の傾向がなかった

が,処理時期では 4葉期は2葉期よりすぐれた。

4 収量はエスレル処理によって側枝発生が抑制された

「 ときわ光 3号 P型」は,減収する傾向がみられたが,「せ

いふう」では各処理区とも10-30¢ の増収になった。また

良果率は 4葉期処理が劣る傾向にあった。

以上の結果から「せいふう」のように側枝型の品種をこ

の作型に用いる場合は,ェ スレル処理が有望と思われる。

濃度は 1∞ ppm.処理時期は 2葉期が適当である。


